








1 はじめに 

 乳幼児健診は母子保健サービスシステムの中で中核的役割を果たしており、かねてより

その質的向上をめざして、実施方法の改善やシステム化がはかられてきた。しかし、そう

した改善やシステム化は各地域により個々に実施されてきており、全国的にみると、その

実施方法や内容、健診システム等は地域により異なっている。中でも、政令市においては、

県が主体の健診と市町村が主体の健診を合わせて実施しており、政令市以外の地域とでは

状況がかなり異なっている。 

 こうしたことにより、本研究においては、広島市において実施されている乳幼児健診の

現状を把握し、問題点を明らかにし、それらを改善するための方策を試行・評価すること

により、大都市における乳幼児健診の望ましいあり方を探ることを目的として調査研究を

行なった。 

 今年度はまず現状業務の把握と、既存資料に基づく現状分析および受診者と未受診者の

両群を対象とした調査を試みた。 


